
企業概要

取材の現場から

ものづくり技術

導入したグラッシュミキサー付きルーダー

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
転
換

　
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
輸
出
で
き
な
く

な
っ
た
こ
と
が
大
き
な
転
機
で
し
た
。

回
収
し
た
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
行
き
先

が
な
く
な
り
、
国
内
で
リ
サ
イ
ク
ル
を

決
断
、
生
産
体
制
か
ら
見
直
し
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
環
境
問
題
へ
関
心
の
高
ま
り

や
産
廃
処
理
コ
ス
ト
負
担
増
も
あ
っ
て
、

顧
客
と
と
も
に
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
再

構
築
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
補
助
事
業
は
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で

使
用
さ
れ
る
エ
ア
ー
ク
ッ
シ
ョ
ン
（
緩

衝
材
）
を
回
収
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
加
工

し
て
ビ
ニ
ー
ル
袋
と
し
て
再
生
さ
せ
る

取
組
み
で
す
。
し
か
し
、
単
に
リ
サ
イ

ク
ル
す
る
だ
け
で
は
採
算
が
合
い
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
製
造
し
た
ビ
ニ
ー
ル

袋
を
顧
客
に
買
い
取
っ
て
も
ら
う
こ
と

に
し
ま
し
た
。
用
途
は
ゴ
ミ
袋
を
は
じ

め
、
製
品
出
荷
用
の
梱
包
資
材
も
含
ま

れ
ま
す
。
ゴ
ミ
袋
で
あ
れ
ば
サ
イ
ズ
の

規
程
が
あ
り
ま
す
が
、
製
品
出
荷
用
と

な
る
と
製
品
ご
と
に
要
求
さ
れ
る
サ
イ

ズ
が
異
な
り
ま
す
。
サ
イ
ズ
に
よ
っ
て

注
文
数
も
増
減
す
る
の
で
小
ロ
ッ
ト
へ

の
対
応
が
課
題
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

た
め
、
補
助
金
で
新
た
な
製
造
ラ
イ
ン

を
構
築
し
ま
し
た
。
再
生
ビ
ニ
ー
ル
袋

補助事業のきっかけ

・国内で回収した廃プラスチックを中国に輸出し、中国国内の工場でリサイクル処理を行っていたが、輸出規制
によって中国へ送れなくなってしまった。そのため回収した廃プラスチックの行き先がなくなり、国内の工場で
リサイクル処理を行うこととした。
・リサイクルに必要な新たな設備を補助金で導入し、ビジネスモデルから見直した。

事業計画の概要

・従来から取引のあった大手ホームセンターより、エアークッション（緩衝材）をリサイクルできないかとの要望
を受け、ゴミ袋等のビニール袋を製造することにした。さらに、製造したビニール袋を顧客に買い取ってもらう
ことでモデル化した。

事業化状況

・このモデルは他の顧客でも採用され、大手自動車メーカー、住宅メーカーなど様々な業界で事業化されてい
る。
・廃プラスチックの輸出規制によって国内の回収業社が減り、産廃費用が高騰したことから、当社への引き合
いが増えている。環境問題へ関心が高まる中、リサイクル需要も高まり、工場は24時間稼働が続いている。

中
国
に
持
つ
工
場
で
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
再
生
処
理
を
行
っ
て
い
た
が
、
輸
出
規
制
に
よ
っ
て
物
流
を
根
底
か
ら
見
直
す
こ

と
に
な
っ
た
。
取
引
先
と
共
に
国
内
で
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
か
ら
再
生
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
製
造
販
売
す
る
新
し
い
リ
サ
イ
ク
ル
モ

デ
ル
を
構
築
し
た
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
回
収
か
ら
再
生
ビ
ニ
ー
ル
袋
製
造

販
売
に
よ
る
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
築
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左/海外営業部の安井 瑠作さん ベトナム工場勤務を経て現在国内工場を担当する　右上/毎月80tの廃材
が届き半分をビニール袋に再生する　右下/再生ビニールを圧着し袋形状に加工する

2m近い長尺のリサイクルビニールの製造が可能

は
、
顧
客
の
要
望
に
応
じ
て
サ
イ
ズ
を

調
整
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
注
文
に
応

じ
て
製
造
す
る
の
で
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド

で
す
。
こ
の
取
組
み
は
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
以
外
の
顧
客
に
も
採
用
さ
れ
、
さ

ら
に
、
販
売
代
理
店
と
の
連
携
を
通
じ

て
販
路
が
拡
大
し
ま
し
た
。
特
に
、
ゴ

ミ
袋
需
要
の
多
い
飲
食
店
で
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
工
場
は
現
在
24
時
間
体
制

で
稼
働
し
て
い
ま
す
。

経
営
も
サ
ス
ティ
ナ
ブ
ル
に

　
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
が
モ
デ
ル
化
で
き
、

当
社
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
は
99
パ
ー
セ
ン
ト

再
生
材
で
実
現
で
き
ま
し
た
。
原
料
と

な
る
廃
材
は
当
初
計
画
の
２
倍
以
上
、

月
に
80
ト
ン
回
収
し
、
そ
の
半
分
を
ビ

ニ
ー
ル
袋
に
再
生
し
、
ま
た
、
そ
の
半

分
は
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
と
し
て

海
外
で
も
販
売
し
て
い
ま
す
。
事
業
面

で
の
課
題
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
相
場
が
石

油
価
格
に
左
右
さ
れ
、
流
動
的
で
あ
る

こ
と
で
す
。
相
場
取
引
と
な
る
た
め
収

益
性
が
不
安
定
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
も
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
製
品
化
し

定
価
で
販
売
す
る
こ
と
が
経
営
の
安
定

に
つ
な
が
り
ま
す
。
今
後
は
土
に
分
解

さ
れ
る
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
製
品
化
し
、
農

業
用
の
マ
ル
チ
シ
ー
ト
の
販
売
を
考
え

て
い
ま
す
。

「自国のものを最大限使って事業を考えれば、
雇用も生まれる」と海外営業部の安井さんは話
す。地域や環境とともに歩む当社、地域で使用
されるゴミ袋は自治体指定のエリアもあるが、そ
の場合リサイクル率は99%以上のバージン材と
同等の品質を求められ非常に厳しい水準にある。
民間と合わせ自治体での採用も増えて欲しい。

1,000万円

16人

代表取締役　安井 大作

1978年3月

〒246-0026
横浜市瀬谷区阿久和南
3-16-16

045-391-5200

プラスチック製品製造業

株式会社ライプロンコーポレーション

廃プラスチックのリサイクル会社として、幅広い種類の
プラスチック製品を取り扱ってきた。企画と設計の提
案から金型製作や加工まで一貫生産体制で行って
いる。国内のみならず、ベトナムなどの東南アジア地
域や中国の工場とも連携しプラスチック資源を再生す
るグローバルシステムを構築してきた。社名の「ライプ
ロン」は自然に覆われた地球のイメージであり、地球
の自然を守るためにプラスチック資源の再循環に努め、
地球への環境負荷の低減化への貢献を目指す。

事業テーマ：生産工程の改善によるリサイクルビニール袋の小ロット化と自治体指定ゴミ袋製造の実現
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